令和　　年　　月　　日

研究者名簿登録申請書 兼 科研費応募資格確認書
申請者　所属部局名（※学科等名まで記入）：

　　　　職名（※要項別表「科研費応募可能職名表」に掲げる職名を記入）：

　　　　氏名（※自署）：

連絡先（メールアドレス）：
緊急連絡先（電話番号）：

私こと申請者は、科研費に応募したく、「科学研究費補助金への応募資格に関する要項」に規定する内容を理解し、以下の項目について確認（チェック☑）しましたので、本学の研究者名簿への登録を承諾願います。
【応募資格についての確認事項】
□1.名誉教授の称号授与日：　　　　年　　月　　日
応募予定研究期間：令和　　年度～令和　　年度（研究種目：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

□2.現在、競争的資金制度等で不正使用、不正受給又は不正行為を行ったとして応募資格の制限を受けていない。

【応募に当たっての要件に係る確認事項】
□3.応募しようとしている研究計画の遂行上、科研費の取扱いを含め、研究が完了し、報告書等を提出するまで、
研究代表者又は研究分担者としての責任を果たすことができる。
□4.研究場所を本学内に確保することを、窓口教員及び学科長等から認められている。
□5.競争的資金等での購入備品等管理場所を本学内に確保することを、窓口教員及び学科長等から認められている。
□6.当該研究活動を、本学の活動として行う。
□7.当該研究活動を行う場合には、本学の定める規則等を遵守する。

□8.当該研究活動の期間中、傷害保険等、必要な保険に加入する。
□9.当該研究計画の遂行上、発明等が生じた場合の取扱いは、「国立大学法人東京農工大学職務発明規程」に基づいて行うことに同意する。


研究者名簿登録・科研費応募資格承諾書
上記「研究者名簿登録申請書 兼 科研費応募資格確認書」の内容を確認した結果、科研費に応募することを、

□ 認めます。    ※どちらかにチェック☑してください。特に、上記申請書兼確認書4.の研究場所及び5.の購入備品等管理場所
□ 認めません。　　の確保状況をご確認ください（必要に応じて、会計室に確認願います。）。
· 当該申請書兼確認書【応募に当たっての要件に係る確認事項】の□3.～□9.欄のいずれか一つでもチェック☑がない場合でも要項第3条但書に基づきこれを適当と認めるときはその「特段の事情」となる根拠・理由を以下に簡潔・明白に記載。

また、採択後、研究が完了し、報告書等を提出するまで、申請者に対して責任を持って指導します。

研究支援課長　殿

　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

承諾者所属部局名（※裏面 ヘ）参照）：

　　　　　　　承諾者氏名（※自署）：


※事務使用欄（記入等しないでください）
府中地区事務部チェック欄
【研究者名簿登録申請書 兼 科研費応募資格確認書の作成上の注意】

1) 本申請書兼確認書は、名誉教授が新たに科研費の応募を予定しているときに作成をしてください。
2) 「科研費の応募資格について」を熟読の上、該当する確認欄にすべてチェック☑を入れ、必要な事項を記入後、必ず、要項別表「科研費応募可能職名表」備考欄に指定する部局長から承諾、署名・押印を得て、研究支援課へ提出してください。
3) □8.について、「科学研究費補助金への応募資格に関する要項」第3条第1項第6号に基づき、研究活動の期間中、傷害保険等、必要な保険に加入することが応募にあたっての要件になっています。名誉教授は本学との雇用関係がないため、傷害保険等、別途、必要に応じて、保険に加入することが必要です。
4) □9.について、申請者は、東京農工大学職務発明規程第2条第4項ロに定める「本学の職員」に該当します。

【研究者名簿登録・科研費応募資格承諾書の作成上の注意】
5) 科研費応募資格確認書の確認事項□4.・□5.について、国立大学法人東京農工大学科学研究費補助金への応募資格に関する要項第3条第1項第2号及び第3号では、窓口教員及び学科長等により、次の事項が認められていることが応募に当たっての要件となっているため、必ず状況を確認の上、承諾してください（必要に応じて、会計室に確認願います。）。
(2)　当該研究計画を遂行するための環境（研究場所）を本学内に確保することについて、窓口教員及び学科長等により認められていること。
(3)　科研費で購入した備品等を管理する場所を本学内に確保することについて、窓口教員及び学科長等により認められていること。
6) 「承諾者」欄について、要項別表「科研費応募可能職名表」備考欄に指定する部局長が、署名・押印してください。所属部局名は、「○○学部長」、「○○○センター長」等、所属・役職が分かるように記入してください。
なお、研究者名簿登録申請書 兼 科研費応募資格確認書【応募に当たっての要件に係る確認事項】の□3.～□9.欄のいずれか一つでもチェック☑がない場合でも科研費に応募することを認めるときは、要項第3条但書に基づき、承諾する「特段の事情」となる根拠・理由を該当欄に簡潔・明白に記載してください。事後、府中地区事務部（会計室）のチェック及び研究支援課の確認を行いますので、必要に応じて、事前に同部署に当該理由等を調整願います。
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